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 私は今年の夏から一年間アメリカに留学します。英語の成績が決して良いわ

けではありませんが、英語の発音やイントネーションが好きでネイティブの英

語を聞きたい、とにかく話したい、学校ではあまり習えない会話での英語を学

びたいと思ったことが、留学をすると決めた理由の一つです。	
 

	
 日本に居ても英語を学ぶことは出来ますし、留学はいつでも出来ます。それ

なのになぜ私が、高校生の間に留学をすることを選んだのか、それは留学で得

られるものが、英語力だけではないと考えているからです。	
 

	
 他の国の文化を体験することにより、自分がそれまで常識だと思っていたこ

とが、必ずしもそうではないことを知り、驚かされることがあります。そのよ

うな場面に出会うことで、自分はそれまで日本だけに通用する価値観の中で生

きてきたのだと気付かされます。だから私は、自分の進路を決定する前に留学

をし、自分の視野を広げておきたいと思っています。また、高校での留学は団

体で行くのではなく、基本は一人で知らない土地に行き、ホームステイをし、

現地の高校に通うので、他の日本人に頼らずに、本気で留学という目的を果た

せることが魅力で、これが高校生の間に留学すると決めた理由です。	
 

	
 高校で留学を体験する人は少なくありませんが、大体の人は高一や高二の時

に行きます。それなのに、私がなぜ敢えて受験などで忙しい高三で行くことを

決めたのか。その理由には部活が大きく関係しています。	
 

	
 私はチアリーディング部に所属していました。中三の時、「やりたいことがあ

って、部活を続けていたら、それができないから。」と言って、多くの人が部活

を辞めて行きました。それを聞いて、私はこのまま部活だけを続けて良いのか、

部活ばかりやって他の人が体験しているようなことを体験できていないのでは

ないかと思うようになり、同時に、留学をしたいと思うようになりました。部

活をやらずに自分のやりたい事をやっている人に対して、羨ましく思う気持ち

があったのだと思います。	
 

	
 母に、夏休みに部活を休んで短期留学をしたいと言ったことがあります。そ

の時、母から「それは夏休みの練習が辛いから逃げようとしているだけではな

いか。本気で留学したいと思うなら一年間行きなさい。」と言われました。確か

に、夏休みの部活から逃げたいという気持ちがなかったわけではありませんが、



留学をしたいという気持ちはそれ以上にありました。けれどもその時の私には、

部活を途中で辞めてまで留学をするという勇気はありませんでした。私には、

それまで一緒に辛いこと、楽しいことを乗り越えて、本音でぶつかり合ってき

た大切な仲間がいたからです。留学をするかどうか悩んでいた頃、同学年だけ

で大会に出ることがあり、演技を終えてからやっぱり辞めたくない、私はこの

メンバーと引退まで頑張りたい、もう一度何千人もの前で一緒に演技をしたい

と強く思いました。そして、引退後に留学することに決めました。	
 

	
 また、部活を最後までやらないと留学という決断ができていなかったかもし

れないとも思います。部活は私にとって、とても大きな存在であり、自分を変

えてくれました。中一の頃、私は人見知りで気が弱かったため友達が集まって

いるところに入っていく勇気がなく、いつもどこかで孤独を感じ学校に行くの

が苦痛でした。今では、そんな過去が信じられないくらい、恵泉での生活はと

ても楽しいものになっています。単に学校に慣れただけではありません。大切

な仲間が出来、部活をやってきたことによって人見知りや気の弱さが無くなっ

たからです。	
 

	
 今までの部活は精神的、体力的にも辛いことが多かったです。日々の部活は

主に基礎トレーニングが中心で「ここは本当にチアリーディング部なのか」と

疑ったほどでした。私は走ることが苦手で、走ること自体や走れない自分自身

が嫌になることが、これまでに何度もありました。最後まで走ることは私にと

って大きな課題でしたが、頑張っていく中で気付いたことがあります。	
 

	
 一つは、一人では自分に勝てなかったということです。チアリーディングは

団体競技であり、一人だけが頑張っても、演技は上手くいきません。団結力が

大切なのです。また、チアリーディングは人を応援するスポーツです。列にな

って走ることにより、お互いを感じ、声を掛け合う、そんな励まし合いがあっ

たからこそ走ることができました。声掛けはすべての練習において大切で、声

を掛けることによって自分自身を奮い立たせ、相手を励まし、相手と気持ちを

共有することで、お互いの信頼関係が出来上がっていきました。	
 

	
 もう一つは、努力したことは、必ずいつか結果となって帰ってくるというこ

とです。一度、このまま走れないのではダメだと思い、春休み中旅行先でも毎

日走ったことがあります。そして、休み明けに自分が楽に走れるようになって

いることに気がつきました。そこで努力は報われるということを実感したので

す。	
 



	
 日々の練習を通して、多くのことを学びましたが、私が一番努力ということ

を感じたのは大会でした。高二の夏、私達は夏の全国大会で決勝に進出すると

いう目標を持って夏休みの全てを部活に注ぎ、これ以上悔いはないと思うほど

練習をしました。しかし大会での演技で失敗を繰り返し、結果は最悪なもので

した。私はあの時、今までの人生の中で一番大きな絶望感を味わったかもしれ

ません。何故できなかったのか、全てを費やしてきた夏は何だったのかと自分

に問い続けました。	
 

	
 大会後、先生にメンタルが弱い。生活のどこかで甘えがあったから失敗した

といわれました。確かにそうです。私達は気持ちが弱かったため自分に負けて

緊張し、いつもと同じ動きができず失敗したのです。練習だけでは足りなかっ

たのです。その日から私達は日々の生活を変えようとし、気持ちを切り替えま

した。そして、夏の悔しさをバネに二月の大会に向けて、自分達を追い詰めな

がら努力をし、大会当日は自分たちが納得する演技が出来、夏に達成できなか

った決勝という目標を達成しました。演技前の自分は夏と違って今までやって

来たことを信じ、自信を持っていて堂々としていました。これが自分に勝った

瞬間だと思いました。	
 

	
 努力はすぐにあらわれない時もあります。けれども、努力は無駄になること

はないと身をもって実感することが出来ました。部活の締め括りともいうべき

先日の大会で、結果を残せたのは、日々のトレーニングや、夏の悔しさ、また

それらの辛さを乗り越えた自分がいて、諦めないで希望を持ってチャレンジを

し続けたからだと思います。	
 

	
 実際留学のテストに受かり、本当に留学をするかどうかの決断を迫られた時、

留学をしたいという気持ちは強かったはずなのに、私には不安や恐怖があり、

とても悩みました。けれども、どんなに辛くて苦しい時も、諦めずにチアを続

けてきたということが自信に繋がったため、不安や恐怖に打ち勝つことができ

ました。またリスクを恐れて、やりたいことをやらないで後から後悔するより

も、たとえ後悔することになったとしても、挑戦してみた方が人生は楽しいと

思ったため決断することが出来ました。「挑戦することこそが大切だ」というの

は、部活を通して得た考えです。	
 

	
 自分の決断に不安はありましたが、部活をやり切った高三のこの時期に留学

することにして良かったと思っています。最後まで部活をやっていなければ得

られなかった同輩や後輩の仲間を得て、これまで述べてきたようなことを沢山



学んできたからです。留学先での一年間、どんな困難があっても部活での五年

間を自分の「自信」とし、希望を持って努力を続けようと思います。失敗して

も自分で受け止め、今よりも自立し、強くなっていきたいと思います。そして

チャレンジすることを忘れずに生きていきたいと思います。	
 

 


